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９月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。
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2017.86月定例会

　
今
年
も
お
盆
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
お
盆
休
み
で
は
、帰
省
し
て
お
墓

参
り
に
行
く
人
も
あ
れ
ば
、休
み

を
利
用
し
て
レ
ジ
ャ
ー
に
行
く
人
、

あ
る
い
は
、休
み
も
な
く
働
い
て
い

る
人
な
ど
、過
ご
し
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、昨
年
の
坂
井
高

校
で
の一日
議
会
塾
に
続
き
、今
年

は
、坂
井
高
校
、丸
岡
高
校
、三
国

高
校
で
、議
会
塾
を
開
催
し
、若
さ

は
じ
け
る
高
校
生
の
意
見
を
聞
い

て
き
ま
し
た
。

　
坂
井
市
を
担
う
若
い
世
代
、そ

し
て
子
供
た
ち
に
、な
に
か
魅
力
あ

る
も
の
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
、

我
々
の
責
務
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
、地
域
創
生
事
業
に
真

摯
に
取
り
組
み
、住
ん
で
良
か
っ

た
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
地
域
に
で
き
る
よ
う
、頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、若
い
人
に

も
愛
読
さ
れ
る
よ
う
、読
み
や
す

さ
、わ
か
り
や
す
い
記
事
掲
載
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、是
非
、

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
読
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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議会報告会報告

議会を傍聴してみませんか

９月 ８日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

    １９日（火）１０時～・２０日（水）１０時～　　本会議（一般質問） 

    ２１日（木）１０時～　　　　　　　　　教育民生常任委員会 

    ２２日（金）１０時～　　　　　　　　　産業建設常任委員会 

    ２５日（月）１０時～　　　　　　　　　総務常任委員会 

    ２９日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

▲東十郷コミュニティセンターでの様子

アンケートから見る議会報告会への意見

平章小学校　6年

谷崎あいる
たに ざき

坂井高校1日議会塾

丸岡高校ふるさと創生プロジェクト

補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

一般質問

政務活動費報告

定例会審議結果、視察報告

議会報告会報告

表紙 ： 英国青少年招へい団　　　　

第
20
回 

議
会
報
告
会 

５
月
24
日・25
日

第
20
回 

議
会
報
告
会 

５
月
24
日・25
日

　５
月
24
日
に
加
戸
・
公
園
台
、
高
椋
、
春
江
中
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
25
日
に
三
国
木
部
、
丸
岡
城
の
ま
ち
、
東
十
郷
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　３
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
政
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
空
家
対
策
と
し
て
、
所
有
者
に
交
渉
し

て
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
避
難
所
、
高

齢
者
の
居
場
所
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が
少
な

い
。
高
齢
者
に
チ
ケ
ッ
ト
を
出
す
な
ど

し
て
は
ど
う
か
。

・
議
員
に
、
全
体
を
見
通
し
た
熱
い
思
い

を
持
っ
て
、
市
が
発
展
す
る
施
策
を
や

っ
て
ほ
し
い
。

・
市
内
で
、
資
源
ご
み
分
別
回
収
の
方
法

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
拠
点
回
収
へ
の

助
成
や
未
実
施
地
区
へ
の
意
識
づ
け
を

お
願
い
し
た
い
。

・
観
光
地
の
案
内
や
行
き
方
が
見
や
す
く

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

・
大
学
ま
で
の
授
業
料
や
医
療
費
を
無
償

化
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
も
っ
と
行
政

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。

・
川
が
決
壊
し
た
場
合
、
避
難
場
所
と
な

る
高
い
建
物
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

・
エ
ン
ゼ
ル
ラ
ン
ド
ふ
く
い
や
ハ
ー
ト
ピ

ア
春
江
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
と
良
く

し
て
ほ
し
い
。

・
指
定
管
理
者
が
変
わ
る
度
に

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
施
設
が
あ
る
。

現
在
の
利
用
者
の
意
見
も

指
定
管
理
者
選
定
の
参
考

と
し
て
ほ
し
い
。

・
ま
ち
協
の
仕
事
量
が
増
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
限
界

が
あ
る
。
交
付
金
の
使
い

方
も
含
め
、
行
政
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
必
要
。

・
お
年
寄
り
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
と
な

る
よ
う
工
夫
し
、
行
政
に
参
加
す
る
意

欲
を
増
や
す
方
策
を
お
願
い
し
た
い
。

・
気
軽
に
発
言
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
も
う
少
し
具
体
的
に
突
っ
込
み
た
い
案

件
が
あ
っ
た
。
事
前
に「
議
会
だ
よ
り
」

を
見
て
か
ら
参
加
し
た
い
。

・
地
元
議
員
が
熱
心
で
あ
る
こ
と
に
安
心

し
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

・
み
な
さ
ん
が
真
剣
で
参
考
に
な
っ
た
。

・
よ
り
多
く
の
人
に
意
見
を
も
ら
う
た

め
、
土
日
休
日
の
開
催
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

英国ウェールズのカーディフ市にある２校から生徒２５名（１２歳から１６歳）が訪れ、ホ
ームステイや市内中学校での交流会、授業参加を通して、相互の文化理解と生徒の
国際的視野を広めました。



23 坂井高校1日議会塾 坂井高校1日議会塾

坂井高校坂井高校未来を語る坂井高校未来を語る坂井高校未来を語る坂井高校

１日議会塾平成29年6月14日開催

　18歳選挙権の導入を受け、高校生に議会を身近に感じ、市
の未来を考えてもらう機会とするため、各高校で意見交換会を
開催しました。

　坂井高校では、「未来を語る坂井高校1日議会塾」と題し、3年生8クラスの約260
人と意見を交換しました。
　第１部では、生徒たちが議会や選挙の仕組みの説明を受け、第２部では、「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」で掲げる市の５つの政策に関して、グループで協議を行
い、生徒たちからさまざまな意見が寄せられました。

１ 移住・定住の促進

高校生

３ 女性の活躍推進

高校生

５ 都市基盤整備

高校生

４ 経済・観光の活性化

高校生

２ 少子化・高齢化対策

高校生

・都会に住む人や農業に関心のある若
者を対象に、農家の方々が協力し、
農家に体験宿泊しながら農業の仕事
を手伝ってもらい、とれたての野菜
などを食べてもらう。農家との交流
や坂井市の良さを知ってもらうこと
ができ、一石二鳥。

・鯖江市の「ＪＫ課」のような部署を
作ってはどうか。
・女子の活躍できる場を増やしてほし
い。

・コミュニティバスの時間帯が悪い。
本数が少ない。土日に運行していな
い。あわら方面に行けない。通学に
不便。交通の不便さ解消が必要。
・街灯や店舗を増やせば道も地域も明
るくなる。
・えちぜん鉄道の電車賃が高い。ＪＲ
との乗り継ぎが悪い。

・新しい観光名所やテーマパーク、シ
ョッピングモールなど、だれでも楽
しめる場所を作る。
・福井県の特産物を活かしたイベント
をＳＮＳなどで発信し、地域の小中
高生が運営や販売をする企画はどう
か。
・観光大使を多く任命してＰＲする。
・丸岡城などの歴史遺産やおいしい食
べ物があるので、もっとＰＲすると
よい。

・２人目以上の出産への補助金を充実
させる。
・産休に対する企業の理解を深め、ベ
ビー用品の企業と連携して、イベン
トなどでプレゼンするとよい。
・婚活パーティーなど、男女の交流を
深めるイベントをするとよい。
・高齢になってから故郷に戻ってくる
人もいるので、高齢者が生活するた
めの支援が必要。



5 4丸岡高校ふるさと創生プロジェクト丸岡高校ふるさと創生プロジェクト

丸岡高校丸岡高校 ふるさと創生プロジェクトふるさと創生プロジェクトふるさと創生プロジェクト ～丸高生 を変える～を変える～未来
平成29年6月15日開催　丸岡高校では、「ふるさと創生プロジェクト～丸高生 

未来を変える～」と題し、意見を交換しました。
　第1部では、コーディネーターに福井大学教育学部の
橋本康弘教授を迎え、生徒・ＰＴＡ・議員をパネリスト
に、全校生徒を交えたパネルディスカッションを行いま
した。
　第2部では、3年生と議員が24グループに分かれ、地
元を活性化するためのグループ協議を行いました。

高校生

高校生

PTA

高校生

コーディネーター

高校生

高校生

高校生

高校生

高校生

高校生

高校生

～丸高生 を変える～

　各高校で出た意見を参考に、今後の政策立案などに結びつけていきます。
　次号では、三国高校での意見交換会や、3高校の生徒代表を集めた高校生議会を紹介す
る予定です。

第1部 パネルディスカッション

第1部パネルディスカッション第2部 グループ協議

PTA

・県外へ進学すると帰ってこない人が多い。
交通の便を良くし、企業誘致もしてほしい。
　経済面を良くしてほしい。
・大学が少ないので大学を誘致してほしい。
・１年間住んだら、移住者に特典があるよう
な制度があるといい。

・お金を貯めてから結婚という人が多く、晩
婚化が進んでいる。
・高齢者の増加にあわせ、介護施設を増やす
必要がある。
・育児と仕事の両立のため、産休・育休が取
りやすい、安心して子育てできる環境を。
・保育園の時間延長で、共働きしやすい環境
を。
・楽しく暮らしてもらうため、一人暮らしの
高齢者の見守りが必要。

・丸岡城、手紙の館、大名行列などのＰＲを
増やすべき。
・ＳＮＳで若者を集客できるようにしてはど
うか。
・丸岡城周辺の店を若者が集まるよう見直し
てはどうか。（スイーツ店など）
・都会にないものづくりで魅力ある企業を誘
致する。

・カニや羽二重餅をイメージしたご当地ゆる
キャラを新たに作ってほしい。
・丸岡町内の商店街がシャッター通りになっ
ている。丸岡城が国宝化されても街歩きす
る人が少ないのでは。
・丸岡高校行きのバスがあるとよい。

・通学路などの危険個所にガードレールをつ
けてほしい。
・コミュニティバスの運行回数を増やし、バ
ス停（病院・商業施設）、時間、コースを
見直してほしい。
・部活や補習があるので、土曜日、日曜日も
コミュニティバスを運行してほしい。

・男女の賃金差など、働く環境の整備を企業
に求めていく政策が必要。
・どうしたら女性活躍社会になれるのか、社
会全体での意識づけが必要。
・自身がしっかり目標を持ち、あきらめな
い。

・海も山も近くて自然が多いのが魅力。
・シンボルの丸岡城があり、観光客も増えてきているようで明るい話題だと思う。
・故郷は自分の肩書だと思っている。暮らしやすいとても良いところ。
・内科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科など医療機関が充実している。
・県都に隣接し、また石川県との結びつきもあり、今後、広域圏を考えた場合、中
心となる位置に立地し、将来性のあるまちだと思う。

◯坂井市の魅力、地域の良さは

・魅力的なところも多いが、交通の不便なところを考えてほしい。
・県外からも人が集まる場所を作ったり、イベントなど開いたりして、坂井市をもっ
とＰＲしたらいいと思う。
・女性のできる仕事が少ないとか、子どもがいると正社員として働けないのが問題だ
と思う。
・これからの坂井市のまちづくりは、高校生の皆さんが主役である。グループ協議
では、ぜひ積極的にどうしてほしいか要望を出してほしい。

◯坂井市のまちをどうしてほしいか

・コミュニティバスの不便さを感じている。便数を増やす、運行時間を長くするな
ど、ぜひお願いしたい。
・部活動を終えて遅く帰るとき、公共交通機関がない。また、丸岡町外から電車や
バスで通う生徒たちは不便さを強く感じていると思う。

◯毎日通学していて気になること

・５位はすごいと思うが、なぜ５位なのか分からない。
◯住みよさランキング総合５位と聞いて　※総合５位は東洋経済新報社2016ランキング

・空気と同じであたりまえに感じていたので、まさか５位とは思っていなかった。
誇るべきことだと思う。



補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告常任委員会報告

平成29年度　一般会計６月補正予算概要

福井県後期高齢者医療広域連合
　県内すべての市町で構成。
　被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付などに関す
る事務を行う。

■平成29年3月：第1回定例会
　●副広域連合長の選任につき議会の同意を求めるこ
　　とについて　同意
　●平成29年度一般会計予算、後期高齢者医療特別会計
　　予算　可決
　●後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
　　可決
　●第三次広域計画の策定について　可決

　平成29年3月：第1回定例会
　●平成29年度モーターボート競走事業会計予算　可決
　●行政不服審査法施行条例の制定について　可決
　●特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の特例
　　に関する条例の一部を改正する条例について　可決

嶺北消防組合
　坂井市とあわら市で構成。

■平成29年3月：第1回定例会
　●平成28年度一般会計補正予算　可決
　●平成29年度一般会計予算　可決
　●職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育
　　児休業に関する条例の一部を改正する条例につい
　　て　可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合　
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおかの運営、電子
計算組織（福井市を除く）の共同利用を行う。

■平成29年3月：第168回定例会
　●平成28年度一般会計補正予算　可決
　●平成29年度一般会計予算　可決

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。

■平成29年3月：第99回定例会
　●職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
　　する条例の制定について　他3件を可決
　主な議案
　　平成29年度五領川下水道事業会計予算　可決

五領川公共下水道事務組合
　坂井市・永平寺町で構成。
　九頭竜川廃川敷およびその周辺の区域に係る公共下水道の設置、
改築、修繕、維持その他の管理に関する事務を行う。

67

3億5,673万円（補正後の額　386億9,673万円）

幼保園等施設整備事業 5,060万円

　教育環境の改善を図るため、保育室とトイレの増築
および老朽化した排煙窓などの施設改修を実施。

園芸産地総合支援事業 △1,397万円

　園芸産地総合支援事業から水田農業経営確立支援事
業への振り替えに伴う補正。

道路改良事業 1億5,000万円

　市道の拡幅、舗装、道路側溝などの工事を実施。

水田農業大規模化・園芸導入事業 2,747万円

　小規模経営体を含めた営農の広域化や規模拡大、
園芸導入を目指す集落営農組織などを支援。

企業的園芸確立支援事業 7,499万円

　生産から販売にわたり企業的園芸を目指す農業法人
などの経営確立に必要な総合的支援を行うことにより、
坂井北部丘陵地の活性化および振興を図る。

総務部

総 務 常 任 委 員 会 報 告

総合政策部

財務部主な質疑応答

自主防災組織の規定があるのならば、どのよ

うなものか。

規約を定めて市に届け出をした組織であり、

基準を満たしていれば認定される。

交付金で運営しているまちづくり協議会が、

コミュニティ助成事業の補助を受けると、二重

の補助にならないか。

まちづくり協議会への交付金についても、防

災関係に使用できるため、事業費が重なること

がなければ問題ない。

コミュニティ助成事業の事業内容に遊具が入

っているが、適用範囲はあるのか。

採択事例の表示があり、遊具以外にテントや

音響装置なども対象となり、内容は手引書で確

認している。

アーバンデザインセンターの土地借り上げ料

について、どういう価格で借り上げるのか。

監理課の坪単価の基本額を基に計算し、その

額に固定資産税などを加算し算出している。

健全な財政運営のための事業の取捨選択の

現況について。

事業の妥当性、有効性について各所管課で

事務事業評価シートを作り検証して、翌年度

以降の取り組みの判断にしている。

＜主な意見＞
・会議に参加した場合、核保有国と非核保有国と

の亀裂が深刻となり対立が深まるだけである。

それよりも核拡散防止条約体制の維持、強化の

方が現実的である。

・核兵器廃絶に向けた思いは共有しているが、核

保有国が参加していない状況の中で、日本がこ

の会議に参加することが国益になるとは考えに

くい。

・被爆国である日本が前向きに努力しないこと

は、歴史的に国際社会の中で日本に対する評価

をおとしめることになる。

＜主な意見＞
・特急の存続は新たな費用負担を生み、敦賀―新

大阪間の開業が遅れる恐れがある。

・早期に新幹線を走らせることが最優先課題であ

る。

・大規模な事業費をかけて市民の利便性が悪くな

るということは許されない。

 　

※

※アーバンデザインセンター…「公・民・学」が連携したまちづくりの推進組織・施設

▲ふるさと納税返礼品カタログ

▲新築された嶺北丸岡消防署（丸岡町愛宕）

請願・陳情

請願第1号 不採択

日本政府に対し、核兵器禁止
条約の交渉会議に参加し、条
約実現に真剣に努力するよう
求める意見書についての請願

※参考人を招致し説明を受け審査

陳情第2号 不採択

フリーゲージトレイン導入が
困難な中、特急「サンダーバ
ード」「しらさぎ」の存続を
求める意見書採択のための陳
情

※参考人を招致し説明を受け審査

請願

陳情
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市民福祉部

三国病院

教育委員会

主な質疑応答

マイナンバーカードの交付率およびマイナン

バーカードを申請しても交付に至っていない現

状は。

５月末現在で5,943枚、交付率6.39％となっ

ている。また、未交付は470枚で、市が保管し

たカードの約７％となっている。

平成29年度母親クラブ補助金がなぜ減額され

たのか。

母親クラブで活動している８団体と協議し、

クラブ会員に負担がかかる、他の団体と一緒に

活動するとのことで減額した。

平成29年度障がい者プラン住民会議への委託

金がなぜ減額されたのか。

平成29年度から生活困窮者への就学支援など

と合わせ、福祉総合相談室の事業として実施し

ている。

　

国際交流推進事業派遣団員の選考は市内各中

学校からどのように決定するのか。

１次選考と２次選考があり、１次選考の応募

数の割合に応じて決定する。

平成29年度から始まった、中学校の外部指導

員と地域スポーツ指導員の違いは何か。

退職教職員が指導する部活動講師は、単独で

も引率できるが、地域スポーツ指導員は、単独

での引率はできない。

PTA連合会の事務局が、中学校の教頭先生の

持ち回りになっているが、今後も続けるのか。

事務局体制については、県内の状況を参考に

しながら、教育委員会との連携を確保すること

も考慮し、ＰＴＡ連合会と協議していく。

平成30年に開催される、福井しあわせ元気国

体で、坂井市で開催されるデモンストレーショ

ンスポーツは国体が終わるとどうなるのか。

坂井市内では、バウンドテニス、エアロビッ

ク、バトン、ディスクゴルフ、ドッヂビーの５

つの競技が行われる。国体後も競技団体や坂井

市体育協会と連携しながら普及に努めたい。

地域包括ケア病棟導入の届け出について、現

段階の進捗状況はどのようになっているのか。

導入にあたっては、民間業者から導入支援サ

ポートのもと、ドクター、看護師などと調整を

行っており、予定どおり実施できる。

看護師の確保について、どれぐらい解消され

ているのか。

平成28年度と比較すると８名増えている。

産業環境部

建設部

主な質疑応答

越前がにブランド化事業について、「献上が

に」タグとは何か。

タグをリニューアルするもので、皇室に献上

する三国のズワイガニのイメージアップを図る

ために、1㎏以上で姿形の美しいものに、案と

して「皇室献上越前がに」というタグを「越前

がに」のタグとは反対側の足に付けるものであ

る。

平成30年以降の減反政策は。

国による米の生産調整に関する配分は行わな

いが、県からは例年通りのスケジュールで配分

の目安を示すと聞いている。平成29年8月末ま

でに各集落に生産調整の目安となる配分を行う

予定である。

ゆりの里直売所の売り上げ、来客数の状況は。

平成29年6月1日から20日まで、レジを通っ

た人は1万4,438人、売り上げが1,396万4千

円、客単価約千円という状況である。年間8千

万円から1億円の売り上げを見込んでいるの

で、良い状況で推移していると考える。

ゆりの里直売所の品目を増やせないか。

酒類については、販売許可の申請をしたとこ

ろである。加工品については、人気のある惣菜

は増産計画を、新商品についても常時協議して

いく。日用品やパンについては、農産物直売所

の趣旨とは離れるが、お客様のニーズを把握し

ながら考えていきたい。

浜四郷地区のイノシシ対策は。

平成28年12月から県が所管する緑地帯に捕

獲檻を設置するとともに、間伐や下草刈りを計

画的に実施している。猟友会や県と連携しなが

ら、個体数の削減に努めていく。

包括業務委託されている上下水道事業につい

て、給水停止や水道料金などの未収金の状況

は。

平成28年度の給水停止は496件あった。ま

た、未収金額は合併当時と比べて半減してい

る。お客様センターでは、徴収担当者が分納を

すすめるなど滞納額の減少につなげている。

＜主な意見＞
・平成30年産から米の直接支払交付金（7,500

円／10ａ）が廃止されるが、その財源を農業

施策に反映させるための要請で、強く賛同す

る。

☆発議第2号にて陳情をもとに意見書を提出。▲ゆりの里公園にオープンした直売所「ゆりいち」

▲坂井市身体障害者スポーツ大会

常任委員会報告常任委員会報告

▲委員会視察：県教育博物館（旧春江工業高校）

※参考人を招致し説明を受け審査

陳　　　情

陳情第1号 採択農業政策に関する要請



一 

般 

質 

問

豊
か
な
自
然
を

実
感
で
き
る
教
育
を

市
民
憲
章
に
も
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、

坂
井
市
は
合
併
に
よ
っ
て
、海
・
山
・
川
が

つ
な
が
り
、彩
り
豊
か
な
自
然
環
境
を
有

す
る
都
市
に
な
っ
た
。

し
か
し
、こ
の
自
然
環
境
が
い
か
に
豊

か
で
あ
る
の
か
、市
民
は
普
段
か
ら
身
近

に
あ
る
た
め
に
な
か
な
か
実
感
で
き
な

い
。ふ

る
さ
と
坂
井
を
愛
す
る
気
持
ち
を

醸
成
す
る
に
は
、学
校
教
育
の
場
で
も
生

涯
教
育
の
場
で
も
自
然
科
学
教
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、現
状
は
ど
う
か
。

学
校
現
場
で
は
、
校
庭
や
学
校
の
近
辺

を
探
索
し
、
生
き
物
や
植
物
な
ど
を
観
察

す
る
野
外
研
究
を
行
い
「
私
た
ち
の
理
科

研
究
」
と
い
う
冊
子
を
作
り
、
児
童
生
徒

の
自
然
科
学
に
関
す
る
探
究
心
を
持
つ

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
合
宿
通
学
や
「
わ
ん
ぱ
く
少
年

団
」
と
い
っ
た
校
外
学
習
に
お
い
て
、
星

の
観
察
、磯
海
観
察
、キ
ャ
ン
プ
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
自
然
の
中
で
の
活
動
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

坂
井
市
に
は
優
れ
た
自
然
科
学
研
究

者
が
い
て
も
、そ
の
能
力
を
生
か
す
組
織

が
今
は
な
い
の
で
、今
後
、そ
の
貴
重
な

人
材
を
生
か
す
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き

答

答

問問

上出　純宏

福
井
地
震
を
教
訓
に
、現
在
の
震
災

へ
の
具
体
的
な
対
応
は

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
大
部

分
が
福
井
市
、現
在
の
坂
井
市
、あ
わ
ら

市
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
教
訓

に
現
在
の
震
災
へ
の
対
応
は
。

こ
れ
ま
で
の
震
災
の
教
訓
を
も
と

に
、
情
報
伝
達
手
段
の
整
備
、
被
災
者
の

受
け
入
れ
施
設
で
あ
る
学
校
の
耐
震

化
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
資
機
材
な
ど
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
や
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
の
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て

震
災
発
生
時
に
お
け
る
避
難
対
策
を
周

知
し
て
い
る
。

福
井
地
震
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

は
何
が
必
要
と
考
え
る
か

最
大
の
被
災
地
で
も
あ
り
、
震
源
地
で

も
あ
る
坂
井
市
で
、
二
度
と
こ
う
い
っ
た

惨
禍
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。

学
校
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
防

災
教
育
や
、
毎
年
行
っ
て
い
る
防
災
講

座
、
研
修
会
、
防
災
訓
練
、
さ
ら
に
は

家
庭
や
地
域
社
会
が
連
携
し
た
防
災
活

動
を
通
じ
て
、
悲
惨
な
福
井
地
震
の
教

訓
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

答答

答

問

問

問

渡辺　竜彦

と
考
え
る
。

ま
た
、
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
語

り
継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
活
動
を
通
じ
啓
蒙
し
て
い
き
た

い
。い

く
つ
か
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

連
携
し
て
福
井
地
震
70
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
合
同
の
活
動
を
行
っ
た
場
合

の
支
援
は
。

日
頃
よ
り
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後

も
人
的
な
支
援
に
関
し
て
は
組
織
を
挙

げ
て
支
援
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

で
は
。

自
然
科
学
の
教
員
Ｏ
Ｂ
や
民
間
の
研

究
者
の
把
握
に
努
め
て
、多
様
な
活
動
を

し
て
も
ら
い
、今
ま
で
以
上
に
自
然
科
学

の
学
習
の
充
実
を
図
り
た
い
。

ま
た
、み
く
に
龍
翔
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
な
ど
で
、現
況
の
自
然
科
学
の
デ

ー
タ
も
必
要
な
場
合
に
は
、在
野
の
研
究

者
の
力
を
借
り
て
事
業
を
進
め
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問

▲震災記念誌「語り継ぐわが町の記録」

▲みくに龍翔館「三国の自然」コーナー

▲龍ヶ鼻ダムと山口発電所

▲ふるさと納税の理念（総務省ふるさと納税ポータルサイトより）

川端　精治

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と

問
題
点

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
に
お
い

て
、
景
観
条
例
に
よ
り
届
け
出
が
提
出

さ
れ
た
施
設
は
あ
る
か
。

面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
３
件
、
平
成
27
年
度

12
件
、
平
成
28
年
度
４
件
で
あ
っ
た
。

市
の
公
共
施
設
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
賦
課
金
の
総
額
は
ど
の
程
度
か
。

平
成
27
年
度
の
使
用
電
力
量
を
用
い

て
試
算
す
る
と
、
約
3
6
2
7
万
5
千
円

に
な
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
金
属
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
で
で
き
た
機
械
で
あ
り
、
20
〜
25

年
が
寿
命
と
さ
れ
、
固
定
価
格
買
取
期

間
が
終
了
す
る
と
一
斉
に
廃
棄
さ
れ
、

新
た
な
環
境
問
題
が
起
こ
り
得
る
。

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
な
ど
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
問
題
へ
の
対
応
と

し
て
条
例
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い

か
。環

境
省
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
、

撤
去
、
運
搬
、
処
分
に
関
す
る
留
意
事

項
を
ま
と
め
た
太
陽
光
発
電
設
備
の
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
推
進
に
向
け
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。

市
と
し
て
県
と
連
携
し
、
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
き
た

答答答

答

問問問

問

南川　直人

い
。条

例
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
エ
コ
ネ

イ
チ
ャ
ー
・
さ
か
い
な
ど
と
連
携
し
問

題
点
を
洗
い
出
し
整
理
し
て
い
き
た

い
。小

水
力
発
電
は
1
0
0
％
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
竹
田
川
水
域
な
ど
水

源
地
域
の
た
め
に
公
共
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
進
め
ら
れ
な
い
か
。

水
利
権
な
ど
の
問
題
や
設
置
地
点
に

よ
っ
て
経
済
性
も
異
な
る
た
め
、
費
用

対
効
果
な
ど
実
現
性
が
あ
る
か
ど
う
か

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

答答答

答

問問問

問

坂
井
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
付

を
通
じ
て
自
治
体
と
寄
付
者
が
と
も
に

高
め
あ
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
創
設
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
市
の
政
策
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、

市
と
寄
付
者
が
と
も
に
意
識
を
高
め
あ

う
こ
と
が
で
き
る
坂
井
市
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

坂
井
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を

平
成
29
年
４
月
か
ら
拡
充
さ
れ
た
坂

井
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
追
加
さ
れ
た

事
業
名
と
各
事
業
の
寄
付
額
を
伺
う
。

「
丸
岡
城
址
復
元
事
業
」
に
２
６
９
万

円
、「
春
江
ゆ
り
の
里
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ー

ム
づ
く
り
事
業
」
に
42
万
円
、「
お
か
え

り
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
奨
学
金
支
援
事
業
」

に
２
７
６
万
円
、「
こ
ど
も
の
森
保
全
事

業
」
に
３
４
５
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
具
体

的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。坂

井
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

数
お
よ
び
平
均
返
礼
率
は
。

坂
井
市
の
米
や
肉
な
ど
の
特
産
物
や

「
詰
所
三
國
」「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」
の

宿
泊
な
ど
９
種
類
で
１
７
３
品
目
で
あ

る
。平
均
返
礼
率
は
36
％
と
な
っ
て
い

る
。総

務
省
の
返
礼
率
３
割
以
下
を
目
安

と
す
る
通
知
に
対
し
て
、
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

総
務
省
か
ら
の
通
知
が
、
返
礼
品
拡

充
ス
タ
ー
ト
と
同
じ
時
期
で
あ
っ
た

が
、
事
業
者
へ
の
説
明
、
カ
タ
ロ
グ
の

更
新
準
備
な
ど
を
考
慮
し
て
、
本
年
の

秋
ご
ろ
を
め
ど
に
返
礼
率
３
割
以
下
を

目
安
と
す
る
対
応
を
進
め
て
い
く
。
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答答答答

答

問問問問

問

戸板　　進

子
育
て
世
帯
の
経
済
負
担
の
た
め
に

子
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
１８
歳
ま
で

の
拡
充

対
象
と
な
る
子
ど
も
は
現
在
、
市
に

は
何
人
い
る
の
か
。

平
成
29
年
６
月
１
日
現
在
で
０
歳
か

ら
小
６
ま
で
で
１
万
７
３
３
人
、
中
学

生
で
２
８
７
１
人
、
合
計
１
万
３
６
０

４
人
と
な
り
、
高
校
生
ま
で
拡
充
す
る

と
約
３
千
人
増
加
す
る
。

医
療
費
拡
充
を
考
え
た
場
合
の
試
算

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

平
成
26
年
度
国
民
医
療
費
の
概
況
の

統
計
を
見
る
と
、
10
歳
〜
14
歳
の
一
人

当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
９
万
７
１
０

０
円
で
、
15
歳
〜
19
歳
ま
で
は
約
78
％

に
あ
た
る
７
万
５
８
０
０
円
と
な
る
。

　こ
の
統
計
と
は
対
象
年
齢
区
分
は
若

干
異
な
る
が
、
国
の
統
計
に
よ
る
年
間

の
医
療
費
に
よ
り
、
試
算
す
る
と
、
約

４
千
万
円
の
財
源
が
必
要
と
考
え
る
。

充
実
し
た
子
育
て
環
境
を
考
え
て
い

く
上
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
も
視
野
に
入
れ
た
18
歳
ま
で

の
医
療
費
の
拡
充
を
求
め
て
い
く
が
ど

う
か
。

子
ど
も
支
援
の
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
認
識
は
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
源

状
況
の
中
、
他
の
子
育
て
施
策
と
の
関

連
で
何
を
優
先
し
て
実
施
す
る
べ
き
な

答答答 問問問

後藤　寿和

ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　県
内
の
市
長
会
で
も
18
歳
ま
で
の
拡

充
の
話
は
出
て
お
り
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
中
学
生
ま
で
の

窓
口
無
料
化
の
実
績
を
踏
ま
え
、
ま
た

近
隣
の
状
況
も
把
握
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

っ
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み

を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

商
店
街
の
活
性
化

旧
町
ご
と
の
空
き
店
舗（
店
舗
だ
け
、

店
舗
兼
住
宅
）
の
調
査
は
し
て
い
る
の

か
。平

成
22
年
度
に
一
斉
調
査
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
商
工
会
と
連
携
し
、
継
続
的

に
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

空
家
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
費
補

助
対
象
者
を
、
個
人
お
よ
び
個
人
の
グ

ル
ー
プ
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

補
助
対
象
者
は
、
坂
井
市
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
で
決
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
、
商
工
会
、
中
小
企
業
振
興
懇

話
会
の
中
で
検
討
す
る
。

坂
井
市
商
店
街
等
振
興
事
業
費
補
助

対
象
者
を
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
法
人

な
ど
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
制
度
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性

化
を
目
指
す
団
体
や
単
独
の
法
人
を
対

象
と
す
る
こ
と
は
、
事
業
の
目
的
に
合

わ
な
い
。

今
後
、
空
き
店
舗
（
住
宅
兼
用
を
含

む
）
へ
の
振
興
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

商
工
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
な
ど

と
協
議
し
、
消
費
者
や
観
光
客
な
ど
に

と
っ
て
満
足
度
が
高
い
商
店
街
と
な
る

よ
う
、
集
客
と
合
わ
せ
て
活
性
化
を
図

一 般 質 問 一 般 質 問

▲県内外の子どもの医療費補助実施状況（平成29年6月現在）

辻　　人志

川畑　孝治

答答 答

答

問問問問

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。

Ｊ
Ｒ
の
２
駅
に
つ
い
て
は
、
一
部
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
の
９
駅
に
つ
い
て
は
、
三
国
港
駅
、
三

国
駅
、
太
郎
丸
エ
ン
ゼ
ル
ラ
ン
ド
駅
が
完

全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
し
て
早
期
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
て
い
く
と
と
も

に
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
県
や

沿
線
市
町
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
敷
地

や
財
源
を
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順

次
整
備
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

坂
井
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

市
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
し
あ
わ
せ
の

花
」
に
振
り
付
け
を
付
け
て
動
画
に
し

て
配
信
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
場
合
に
お
い
て
、
一
つ
の
ア

イ
デ
ア
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
作
成
し
て
は
ど
う

か
。本

市
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
上
で
有
効
と
考

え
る
の
で
、
制
作
に
つ
い
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を

市
内
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
、そ
の
進
捗
状
況
は
。

本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
お
い
て
は
、

ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
設
置
は
完
了
し
て
い

る
。ま

た
、
現
在
建
設
中
の
み
く
に
市
民

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
ス
ロ
ー
プ
や

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多
目
的
ト
イ
レ

を
整
備
す
る
。

未
整
備
の
施
設
に
お
い
て
も
、
今
後

耐
震
補
強
と
合
わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
お
よ
び
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
駅
の

答答

答答　

問問問

問

置
な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
が
発
注
す
る
工
事
な
ど
は
地
元
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
確
保
の
観
点
か
ら
、

市
内
業
者
お
よ
び
準
市
内
業
者
を
重
点

的
に
受
注
機
会
の
増
大
を
図
っ
て
お
り
、

新
規
登
録
営
業
所
は
確
認
し
て
い
る
。

パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
な
ど
に
対
す
る
支
援

を
し
て
は

農
業
分
野
や
建
設
現
場
、
介
護
現
場

な
ど
で
腰
や
膝
肩
な
ど
を
守
る
た
め
の

パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
、ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、介

護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、導
入
に
対
す
る
支
援
を
し
て
は
。

今
後
、
国
の
事
業
や
民
間
事
業
者
の

取
り
組
み
を
注
視
し
た
い
。

資
源
回
収
奨
励
金
の
見
直
し
は

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
、
資
源
回
収

奨
励
金
の
増
額
を
求
め
る
要
望
も
出
て

お
り
、
近
隣
の
福
井
市
や
あ
わ
ら
市
に

お
い
て
は
１
kg
５
円
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
１
kg
４.

５
円
か
ら
５
円
に
見

直
し
を
し
て
は
。

平
成
29
年
度
よ
り
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
雑
が
み
分
別
回
収
を
行
っ
て

お
り
、
雑
が
み
を
１
㎏
10
円
に
引
き
上

げ
た
結
果
、
資
源
回
収
時
に
雑
が
み
分

別
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
に
つ
い

て
は
、
１
㎏
あ
た
り
に
換
算
し
て
約
５

円
と
な
っ
て
い
る
。

雑
が
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
強
化
に
よ

り
、
ご
み
減
量
化
と
資
源
回
収
奨
励
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

地
域
経
済
の
活
性
化

市
の
活
性
化
に
は
、人
、物
、金
、情
報

が
動
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

４
月
か
ら
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、返
礼
品
は
全

て
市
内
産
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

返
礼
品
は
米
、肉
、野
菜
、加
工
品
、魚

介
、体
験
施
設
の
宿
泊
券
な
ど
、市
内
で

生
産
、製
造
、加
工
な
ど
を
し
て
い
る
も

の
と
し
て
い
る
。

建
設
工
事
な
ど
は
市
内
の
業
者
を
中

心
に
す
べ
き
で
あ
り
、入
札
参
加
資
格
業

者
の
支
店
や
営
業
所
に
お
い
て
、人
の
配

▲バリアフリー化が待たれる三国神社駅

▲丸岡町商店街

▲介護ロボットを使用した介護の様子

※ICT…情報通信技術。Information and Communication Technologyの略※オストメイト…事故や病気により人工肛門・人工膀胱をつけた人

※雑がみ…新聞、雑誌、段ボール、紙パック以外のリサイクルできる紙

※

※

※
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答答答

答

問問問

問

田中　哲治

鳥
獣
害
の
な
い
里
づ
く
り
に
向
け
て

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

猟
友
会
や
地
域
住
民
の
協
力
の
も

と
、
平
成
28
年
度
は
捕
獲
数
を
大
き
く

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
農
作
物
へ
の
被

害
も
減
少
し
た
。

銃
の
規
制
に
よ
り
、
カ
ラ
ス
な
ど
の

鳥
類
捕
獲
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
類
用
の
捕
獲
檻
を
増
設
す
る

と
と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
は

囲
い
ワ
ナ
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
も

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
技
術
を
採

用
し
て
は
ど
う
か
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
際
に
、

セ
ン
サ
ー
付
き
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
出

没
時
間
や
頭
数
、
大
き
さ
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ノ
シ
シ
に
お
い
て
も
、
捕
獲
方
法

の
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
の
課
題
で
も
あ
る
河

川
敷
の
環
境
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
補

助
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

地
域
住
民
の
自
発
的
な
草
刈
り
や
清

掃
活
動
に
対
し
て
、
県
お
よ
び
市
が
補

助
金
を
交
付
し
て
支
援
し
て
い
る
。

防
災
の
面
で
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
て
直
轄
管
理

答答答

答

問問

問

問

前川　　徹

区
域
の
管
理
強
化
と
補
助
金
の
拡
充
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

県
内
で
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
の
肉
を
利
用
し
た
給
食
を
提
供
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

学
校
給
食
で
使
用
す
る
た
め
に
は
、

加
工
・
流
通
ル
ー
ト
な
ど
の
明
確
化

や
、
必
要
量
の
確
保
、
食
材
と
し
て
の

品
質
保
証
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

が
昔
の
遊
び
の
体
験
や
米
づ
く
り
、
収

穫
感
謝
祭
を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
や
学
校
運
営
協

議
会
委
員
な
ど
の
人
材
確
保
は
。

委
員
に
は
、
各
団
体
の
人
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力
し
て
も
ら

い
、
教
職
員
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
地
域
全
体
の
教
育
力
向
上
の
推
進

が
図
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
農
村
民
泊
は

観
光
分
野
で
、農
林
水
産
業
が
提
供
で

き
る
取
り
組
み
を
。

ゆ
り
の
里
公
園
の
再
整
備
に
伴
い
、

農
業
振
興
を
は
じ
め
、
新
た
に
東
尋
坊

と
丸
岡
城
を
結
ぶ
観
光
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
く
。

ま
た
、
観
光
農
園
、
農
業
体
験
は
も
と

よ
り
、
農
泊
も
視
野
に
い
れ
、
農
家
お
よ

び
地
域
の
人
た
ち
と
考
え
て
い
く
。

伝
統
的
な
も
の
や
文
化
財
、
さ
ら
に

は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
、
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
が
、市
の
考
え
を
問
う
。

ふ
る
さ
と
の
宝
を
再
認
識
し
、
磨
き

上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
市
の
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
夢
を
与

え
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り

の
醸
成
に
つ
な
げ
る
。

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

の
現
状
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
効
果

は
大
き
い
と
思
う
が
、現
状
は
。

教
師
や
児
童
・
生
徒
が
地
域
の
行
事

や
活
動
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地

域
全
体
の
教
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
先
輩
方
と
児
童

一 般 質 問 一 般 質 問

▲平成29年6月にオープンしたゆりの里農産物直売所「ゆりいち」

▲整備がすすむ竹田川河川敷（丸岡町川上橋下流）

小原　慶之

佐藤　寛治

答答 答

答

問問問

問

民
や
市
職
員
が
育
て
た
花
の
プ
ラ
ン
タ

ー
を
設
置
し
歓
迎
す
る
予
定
。

市
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

国
体
を
機
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
を
広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
広

め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
や
、
合
宿
誘
致
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

YouTube

の
活
用
は

海
外
の
人
に
市
を
知
っ
て
も
ら
う
方

法
と
し
て
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る

Y
o
u
T
u
b
e
r

に
市
の
観
光
P
R
動
画
を

作
っ
て
も
ら
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
活

用
し
て
は
。

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
対
し
、
有
効
で
適
切
な
媒
体

を
選
定
し
、
情
報
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
の
観
光
P
R
動
画
を
つ
く
り

Y
o
u
T
u
b
e

を
活
用
し
、
福
井
国
体
・

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
観
光

P
R
し
て
い
く
考
え
は
。

適
切
な
媒
体
に
よ
る
継
続
的
な
情
報

発
信
な
ど
を
通
じ
、
市
の
認
知
度
を
向

上
さ
せ
、
足
を
運
ん
で
も
ら
う
よ
う
に

市
観
光
連
盟
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
に
向
け
て

プ
レ
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

運
営
や
広
報
な
ど
の
現
状
は
。

市
と
し
て
は
、
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
、

休
憩
所
、
環
境
美
化
や
駐
車
場
な
ど
の

会
場
の
運
営
を
行
う
。

競
技
会
場
内
に
は
児
童
・
生
徒
、
市

答答

答答

問問問

問

う
か
。

こ
の
条
例
に
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

お
よ
び
教
育
に
関
す
る
項
目
が
あ
り
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
も
対
象
に

で
き
な
い
か
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
る
。

わ
か
り
や
す
く
子
育
て
支
援
に
関
す

る
項
目
を
追
加
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
お
よ
び
教
育
に

関
す
る
こ
と
に
入
る
と
解
釈
し
て
も
ら

え
ば
よ
い
。

次
期
坂
井
市
総
合
計
画
を
早
急
に

策
定
す
べ
き
で
は

次
期
坂
井
市
総
合
計
画
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
市
民
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
と
役
割
を
理
解
し
て
、
相
互
の
自
主

性
お
よ
び
自
立
性
を
尊
重
し
た
上
で
、

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
計
画

と
し
て
策
定
し
た
い
。

現
総
合
計
画
を
２
年
延
長
す
る
と
し

て
い
る
が
市
政
に
影
響
が
な
い
か
。

大
き
な
影
響
が
な
い
と
考
え
る
。

現
総
合
計
画
で
は
目
標
年
次
の
人
口

を
９
万
８
千
人
と
設
定
し
て
い
る
が
、市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
、目
指
す
べ
き
人
口
を
見
直
し
て

い
る
。

ま
た
、２
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
施
策
の
取
り
組
み
が
あ
る
時

は
、総
合
計
画
と
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い

る
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

坂
井
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

子
育
て
支
援
の
充
実
に
活
用
し
て
は

「
坂
井
市
寄
附
に
よ
る
市
民
参
画
条

例
」の
施
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
充
実

の
項
目
を
追
加
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

▲人工芝に整備されたサッカー会場（三国運動公園人工芝グラウンド）

▲坂井市総合計画

※YouTube、YouTuber…インターネット動画共有サイト、そのサイトに動画を投稿する人

※※
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答答答答

答答

問問問問問

問

上坂　健司

畑野麻美子

地
域
の
酒
造
り
や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の

駅
名
変
更
、
稀
勢
の
里
関
と
の
交
流
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

と
し
て
「
さ
か
い
夏
祭
り
」
に
品
川
区
の

親
子
１
５
０
名
が
参
加
予
定
で
あ
る
。

　坂
井
地
区
の
農
業
の
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
と
し
て
、
植
物
工
場
の
企
業
誘
致

は
ど
う
か
。

建
設
に
つ
い
て
制
度
上
は
可
能
で
あ

り
、
将
来
の
食
糧
危
機
や
野
菜
の
安
定

供
給
の
点
で
非
常
に
ブ
ラ
ン
ド
の
要
因

に
な
る
。

企
業
誘
致
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
も
含
め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
努
め
た
い
。

地
方
創
生
に
お
け
る

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
、ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
製
作
や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
ブ
ッ
ク
の

市
民
へ
の
周
知
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
が
市
民
に

一
定
の
浸
透
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
今
後
検
討
す
る
。

ま
た
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
ブ
ッ
ク
は

有
効
な
の
で
市
民
へ
周
知
す
る
。

市
民
に
対
し
、
公
認
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
創
設
、
市
外
在
住
者
を
対
象
と
し

た
坂
井
市
応
援
隊
の
設
立
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
協
働
を
通

し
て
、市
民
参
画
を
促
し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
に
お
け
る
、
新
し
い
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
、
ま
ち
カ

フ
ェ
夜
学
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
会
長
と
市
が
情
報
交
換
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
を
今
夏
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

品
川
区
と
連
携
し
た
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
、今
後
の
事
業
拡
大
は
。

事
業
効
果
や
問
題
点
を
整
理
し
、
事

業
の
方
向
性
を
見
極
め
る
。

　

創
造
す
る
文
化
や
体
験
的
文
化
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
中
で
、
今
後
の
坂
井

地
区
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
。

答答答答答

答答

問問問問問

問問
る
こ
と
に
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
に
な

る
。

市
体
育
協
会
と
協
働
で
競
技
人
口

を
増
や
す
た
め
の
行
政
支
援
の
強
化

を
　
競
技
人
口
を
増
や
す
手
立
て
は
。

体
育
協
会
や
競
技
団
体
と
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
教
室
の
開
催
な
ど
を
増
や
す

こ
と
で
競
技
人
口
が
増
え
る
と
考
え
て

い
る
。

体
育
館
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
団
体

登
録
の
減
免
を
廃
止
し
な
い
こ
と
。

登
録
団
体
と
登
録
し
て
な
い
団
体
と

の
使
用
目
的
に
差
異
が
な
く
、
負
担
の

公
平
性
と
い
う
点
で
減
額
の
必
要
性
が

な
い
。

国
保
の
県
単
位
化
に
よ
る

保
険
料
の
値
上
げ
は
避
け
る
べ
き

平
成
30
年
度
よ
り
国
保
の
運
営
主
体

が
市
か
ら
県
に
移
る
が
、「
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
」
を
今
ま
で
ど

お
り
行
い
、値
上
げ
は
避
け
る
べ
き
。

市
に
お
い
て
保
険
料
率
を
決
め
る
中

で
、
急
激
な
市
民
の
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
判
断
し
て
い
く
。

保
険
料
の
算
定
方
法
を
応
能
割
に
。

資
産
割
は
、
な
く
し
て
い
く
方
向
に

今
後
審
議
し
て
い
く
。

子
ど
も
に
も
か
か
る
均
等
割
は
、
平

等
割
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

坂
井
市
イ
ク
ボ
ス
宣
言
で
、

仕
事
の
環
境
を
改
善
す
べ
き

市
は
、
質
の
高
い
仕
事
を
チ
ー
ム
で

行
い
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
応
援
す

る「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」を
行
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

か
。毎

月
19
日
は
19
時
ま
で
の
完
全
退
庁

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
課
長
級
以
上
と
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
風
通
し
の
良
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
現
場
で
改
善
す
べ
き
点
は
。

教
職
員
の
業
務
に
専
念
で
き
る
環
境

の
確
保
、
中
学
校
の
部
活
指
導
へ
の
負

担
の
軽
減
、長
時
間
労
働
の
改
善
。

保
育
現
場
で
改
善
す
べ
き
点
は
。

園
長
が
イ
ク
ボ
ス
の
理
念
を
理
解
す

答答

答答

問問

問問

安
倍
首
相
の
憲
法
改
正
発
言
は

問
題市

長
は
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
が
あ

る
が
、
安
倍
首
相
の
会
見
発
言
は
問
題

あ
る
と
考
え
な
い
か
。

基
礎
自
治
体
の
首
長
が
答
え
る
立
場

に
は
な
い
。

教
育
勅
語
と
市
の
学
校
教
育

教
育
勅
語
に
対
す
る
教
育
長
の
認
識

は
。戦

前
の
天
皇
主
権
の
思
想
を
前
提

に
、
軍
国
主
義
の
一
部
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、

現
代
の
教
育
現
場
で
教
育
理
念
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

学
校
給
食
法
の
民
間
委
託
計
画
は

撤
回
を

市
は
三
国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
に
伴
い
、調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
行

お
う
と
し
て
い
る
。

学
校
教
育
法
、食
育
基
本
法
、労
働
法

制
の
観
点
か
ら
、民
間
委
託
は
行
う
べ
き

で
な
い
。

①「
給
食
に
関
す
る
報
告
書
」で
は
、民

間
委
託
は「
選
択
肢
」と
な
っ
て
い
る
が
、

民
間
委
託
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な

い
か
。

②
安
定
し
た
調
理
業
務
の
た
め
に
、調

理
師
を
採
用
す
れ
ば
い
い
の
で
は
。

③
教
育
委
員
会
と
し
て
、民
間
委
託
に

つ
い
て
ど
う
決
定
さ
れ
る
の
か
。

①「
報
告
書
」
を
参
考
に
、
比
較
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
民
間
委
託
を
決
定
し

た
。②

多
く
の
自
治
体
が
民
間
委
託
を
採

用
し
、
直
営
と
同
等
以
上
の
安
定
し
た

調
理
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
１
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
方
針

を
説
明
し
、了
承
さ
れ
た
。

昨
年
10
月
に
報
告
書
が
出
さ
れ
、
民

間
委
託
と
い
う
判
断
を
す
る
過
程
で
、

ど
う
い
う
検
討
を
さ
れ
た
か
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、判
断
し
た
。

答

答

問問問

支
給
対
象
者
は
、
準
要
保
護
児
童
生

徒
で
、
小
学
校
２
７
５
名
、
中
学
校
２

２
４
名
、
計
４
９
９
名
。

支
給
額
は
、
国
の
引
き
上
げ
（
従
来

の
倍
額
）
に
応
じ
て
、
小
学
生
、
４
万
６

０
０
円
、
中
学
生
、
４
万
７
４
０
０
円
。

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
単
価
引

き
上
げ
に
伴
う
要
綱
の
改
正
を
行
う
と

と
も
に
、
入
学
準
備
金
の
支
給
に
つ
い

て
も
要
綱
改
正
を
行
う
。
入
学
準
備
金

の
支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、
入
学
年
度

前
の
３
月
中
、
も
し
く
は
、
も
う
少
し

早
い
時
期
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
る
。

坂
井
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の

拡
充
を

品
川
区
以
外
に
も
、
東
京
23
区
に
は

素
晴
ら
し
い
商
店
街
が
数
多
く
あ
る
。

何
カ
所
か
で
展
開
す
る
と
、
非
常
に
効

果
的
と
思
う
が
拡
充
す
る
考
え
は
。

他
の
地
域
で
の
展
開
が
現
実
と
な
れ

ば
、
本
市
の
知
名
度
の
さ
ら
な
る
向
上

に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
現
在
の
店
舗
に
つ
い
て

は
、
品
川
区
と
連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

が
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
つ
な
が
っ
て
い

る
面
が
多
々
あ
る
。

他
地
域
へ
の
出
店
に
あ
た
っ
て
、
今

の
枠
組
み
と
合
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

店
舗
機
能
の
強
化
、
運
営
を
任
せ
ら

れ
る
店
長
職
の
育
成
・
採
用
、
複
数
店

舗
の
運
営
を
委
ね
る
こ
と
の
で
き
る
事

業
者
の
検
討
な
ど
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

就
学
援
助
に
お
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル

な
ど
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給
を
可
能
に

入
学
前
支
給
に
対
応
す
る
た
め
の
予

算
措
置
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
、
要
領
な
ど

改
正
に
つ
い
て
、
今
か
ら
確
実
に
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

一 般 質 問 一 般 質 問

▲丸岡町総合体育大会

▲坂井高校の植物工場

▲品川区戸越銀座商店街の坂井市アンテナショップ

▲日本国憲法

永井　純一

松本　　朗

※シティセールスブック…シティセールスに関する事業を紹介する冊子

※応能割…所得に応じた負担割合

※

※
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政務活動費報告

残　　　額 
政務活動費
預金利子

1819 定例会審議結果、視察報告

政務活動費とは…

大
阪
府
泉
佐
野
市

　泉
佐
野
市
で
は
、
平
日
・
土
曜
日

に
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

と
、
日
曜
日
・
祝
日
に
運
行
す
る
観

光
周
遊
バ
ス
に
つ
い
て
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
利
用
促
進
策
と
し
て
運

賃
無
料
化
を
行
い
、
乗
客
数
を
大
き

く
伸
ば
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
観

光
周
遊
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
行
開

始
か
ら
１
年
あ
ま
り
と
い
う
こ
と
で

明
確
な
成
果
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
若

干
利
用
し
て
い
る
と
い
う
現
状
で
し

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
関
西
国

際
空
港
を
利

用
す
る
観
光

客
を
、
い
か 

に
市
内
観
光

に
取
り
込
む

か
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

醍
醐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
市
民
の
会

（
京
都
市
伏
見
区
）

　醍
醐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
市
民
の

会
で
は
、
民
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
醍
醐
地
区
で
は
、
地
域
を
運
行

し
て
い
た
路
線
バ
ス
の
撤
退
に
伴
い

地
域
市
民
が
市
民
の
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
発
足
し
た
市
民
の
会
が
地

元
企
業
や
団
体
の
協
力
を
得
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
営
し
、
年
間

60
万
人
ほ
ど
の
利
用
を
得
て
い
る
状

況
で
し
た
。
利
用
者
数
は
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
課
題
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
車
両
の
更
新
や
行
政
の

施
策
で
無
料

化
し
て
い
る

高
齢
利
用
者

の
運
賃
の
補

て
ん
な
ど
を

挙
げ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
と
め

　今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
土
日
運

行
を
含
め
た
当
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
拡
充
や
市
内
観
光
地
を
巡
る

観
光
周
遊
バ
ス
の
必
要
性
、
市
民
の

活
動
へ
の
行
政
の
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上

の
た
め
、
市
民
の
声
を
聴
き
な
が

ら
、
コ
ー
ス
・
運
行
時
刻
な
ど
の
見

直
し
や
土
日
運
行
・
運
賃
無
料
化
の

検
討
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

以
外
の
二
次
交
通
の
確
保
も
考
え
な

が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

▲泉佐野市視察の様子

▲醍醐コミュニティバス

総合交通対策特別委員会視察報告　5月30日～31日

平成28年度 政務活動費の会派収支について報告します

・議員の調査研究その他の活動に資するため必要な費用の一部として、議会における会派（所属議員が
　1人の場合も含む）に対して交付されるもので、会派の所属議員数に月額50,000円をかけた金額が交
　付されます。
・収支内容は、毎年度議長に報告し、残額がある場合は市に返還することになっています。
・年度の途中に会派の解散、所属人数に変更があった場合は、交付額が調整されます。

収入

返還額

支出

≪平成28年4月～平成29年3月≫　

政務活動費
預金利子
       合　計
調査研究費
研修費
広報費
広聴費
要望・陳情活動費
会議費
資料作成費
資料購入費
人件費
事務所費
事務費
その他の経費
       合　計

残　　　額 

7,200,000
134

7,200,134
2,097,030
1,236,698

10,281
0

176,525
0

751,777
218,738
198,900

0
0
0

4,689,949
2,510,185
2,510,051

134

志  政  会
12名

3,600,000
25

3,600,025
2,190,907

43,030
529,464

0
0
0

389,003
36,056

0
0
0
0

3,188,460
411,565
411,540

25

政  和  会
6名

2,400,000
19

2,400,019
1,505,707

201,675
0
0
0
0

127,332
2,800

0
0
0
0

1,837,514
562,505
562,486

19

政  友  会
4名

600,000
28

600,028
12,594
38,030

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

50,624
549,404
549,376

28

公  明  党
1名

600,000
28

600,028
0
0
0
0

40,390
0
0

2,800
0
0
0
0

43,190
556,838
556,810

28

15,600,000
248

15,600,248
5,861,408
1,748,107

775,102
0

216,915
0

1,326,232
291,184
198,900

0
0
0

10,417,848
5,182,400
5,182,152

248

新  政  会
1名

合   計
26名

1,200,000
14

1,200,014
55,170

228,674
235,357

0
0
0

58,120
30,790

0
0
0
0

608,111
591,903
591,889

14

日本共産党議員団
2名

政務活動費の主な使途事項
■調査研究費
　　会派が行う市の事務、地方行財政などに関する調査研究（視察を含む）および調査委託に要する経費 
■研修費
　　①会派が研修会、講演会などを開催（共同開催を含む）するために要する経費
　　②団体などが開催する研修会（視察を含む）、講演会などへの参加に要する経費 
■広報費
　　会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費
■広聴費
　　会派が行う住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に要する経費 
■要望・陳情活動費
　　会派が要請、陳情活動を行うために必要な経費
■会議費
　　会派が行う各種会議、団体などが開催する意見交換会など各種会議
　　への会派としての参加に要する経費 
■資料作成費
　　会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費 
■資料購入費
　　会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入に要する経費
■人件費
　　会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

6月定例会に提出された議案と議決結果
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□

磯部コミュニティセンター増築・改修工事
（建築）請負契約の締結について

春江西コミュニティセンター耐震改修工事
（建築）請負契約の締結について

平成29年度坂井市一般会計補正予算
（第１号）

平成29年度坂井市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

平成29年度坂井市病院事業会計補正予算
（第１号）

坂井市みくに市民センター条例の制定に
ついて

坂井市市道に設ける道路標識の寸法に
関する条例の一部を改正する条例について

三国駅舎新築工事（建築工事）請負契約の
締結について

日本政府に対し、核兵器禁止条約の交渉
会議に参加し、条約実現に真剣に努力す
るよう求める意見書についての請願

農業政策に関する要請

フリーゲージトレイン導入が困難な中、
特急「サンダーバード」「しらさぎ」の存続
を求める意見書採択のための陳情

農業政策に関する意見書の提出について

公平委員会委員の選任について

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

請願第１号

陳情第１号

陳情第２号

発議第２号

同意第３号

可決

同意
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19
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９月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

第 45 号

第
4
5
号

2
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1
7 .8

2017.86月定例会

　
今
年
も
お
盆
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
お
盆
休
み
で
は
、帰
省
し
て
お
墓

参
り
に
行
く
人
も
あ
れ
ば
、休
み

を
利
用
し
て
レ
ジ
ャ
ー
に
行
く
人
、

あ
る
い
は
、休
み
も
な
く
働
い
て
い

る
人
な
ど
、過
ご
し
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、昨
年
の
坂
井
高

校
で
の一日
議
会
塾
に
続
き
、今
年

は
、坂
井
高
校
、丸
岡
高
校
、三
国

高
校
で
、議
会
塾
を
開
催
し
、若
さ

は
じ
け
る
高
校
生
の
意
見
を
聞
い

て
き
ま
し
た
。

　
坂
井
市
を
担
う
若
い
世
代
、そ

し
て
子
供
た
ち
に
、な
に
か
魅
力
あ

る
も
の
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
、

我
々
の
責
務
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
、地
域
創
生
事
業
に
真

摯
に
取
り
組
み
、住
ん
で
良
か
っ

た
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
地
域
に
で
き
る
よ
う
、頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、若
い
人
に

も
愛
読
さ
れ
る
よ
う
、読
み
や
す

さ
、わ
か
り
や
す
い
記
事
掲
載
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、是
非
、

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
読
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（ 

Ｓ・Ｔ 

）

議会報告会報告

議会を傍聴してみませんか

９月 ８日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

    １９日（火）１０時～・２０日（水）１０時～　　本会議（一般質問） 

    ２１日（木）１０時～　　　　　　　　　教育民生常任委員会 

    ２２日（金）１０時～　　　　　　　　　産業建設常任委員会 

    ２５日（月）１０時～　　　　　　　　　総務常任委員会 

    ２９日（金）１０時～　　　　　　　　　本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

▲東十郷コミュニティセンターでの様子

アンケートから見る議会報告会への意見

平章小学校　6年

谷崎あいる
たに ざき

坂井高校1日議会塾

丸岡高校ふるさと創生プロジェクト

補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

一般質問

政務活動費報告

定例会審議結果、視察報告

議会報告会報告

表紙 ： 英国青少年招へい団　　　　

第
20
回 

議
会
報
告
会 

５
月
24
日・25
日

第
20
回 

議
会
報
告
会 

５
月
24
日・25
日

　５
月
24
日
に
加
戸
・
公
園
台
、
高
椋
、
春
江
中
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
25
日
に
三
国
木
部
、
丸
岡
城
の
ま
ち
、
東
十
郷
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　３
月
定
例
会
の
報
告
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
政
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
空
家
対
策
と
し
て
、
所
有
者
に
交
渉
し

て
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
避
難
所
、
高

齢
者
の
居
場
所
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が
少
な

い
。
高
齢
者
に
チ
ケ
ッ
ト
を
出
す
な
ど

し
て
は
ど
う
か
。

・
議
員
に
、
全
体
を
見
通
し
た
熱
い
思
い

を
持
っ
て
、
市
が
発
展
す
る
施
策
を
や

っ
て
ほ
し
い
。

・
市
内
で
、
資
源
ご
み
分
別
回
収
の
方
法

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
拠
点
回
収
へ
の

助
成
や
未
実
施
地
区
へ
の
意
識
づ
け
を

お
願
い
し
た
い
。

・
観
光
地
の
案
内
や
行
き
方
が
見
や
す
く

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

・
大
学
ま
で
の
授
業
料
や
医
療
費
を
無
償

化
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
も
っ
と
行
政

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。

・
川
が
決
壊
し
た
場
合
、
避
難
場
所
と
な

る
高
い
建
物
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

・
エ
ン
ゼ
ル
ラ
ン
ド
ふ
く
い
や
ハ
ー
ト
ピ

ア
春
江
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
と
良
く

し
て
ほ
し
い
。

・
指
定
管
理
者
が
変
わ
る
度
に

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
施
設
が
あ
る
。

現
在
の
利
用
者
の
意
見
も

指
定
管
理
者
選
定
の
参
考

と
し
て
ほ
し
い
。

・
ま
ち
協
の
仕
事
量
が
増
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
限
界

が
あ
る
。
交
付
金
の
使
い

方
も
含
め
、
行
政
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
必
要
。

・
お
年
寄
り
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
と
な

る
よ
う
工
夫
し
、
行
政
に
参
加
す
る
意

欲
を
増
や
す
方
策
を
お
願
い
し
た
い
。

・
気
軽
に
発
言
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
も
う
少
し
具
体
的
に
突
っ
込
み
た
い
案

件
が
あ
っ
た
。
事
前
に「
議
会
だ
よ
り
」

を
見
て
か
ら
参
加
し
た
い
。

・
地
元
議
員
が
熱
心
で
あ
る
こ
と
に
安
心

し
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

・
み
な
さ
ん
が
真
剣
で
参
考
に
な
っ
た
。

・
よ
り
多
く
の
人
に
意
見
を
も
ら
う
た

め
、
土
日
休
日
の
開
催
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

英国ウェールズのカーディフ市にある２校から生徒２５名（１２歳から１６歳）が訪れ、ホ
ームステイや市内中学校での交流会、授業参加を通して、相互の文化理解と生徒の
国際的視野を広めました。


